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20℃近くまで気温が上がり、夏を思わせる日があったかと思えば、雪が積もって冬に逆戻りの

日もありました。4 月は冬と春が行ったり来たり。しかし、昼間は確実に長くなり、春らしい雰囲

気に包まれています。 

 

 ポロト沼のタンチョウ 

例年に比べ沼の氷がな

かなかとけず、タンチョウ

の戻りは、3 月の終わりに

なりました。それから急ピ

ッチで巣の場所を決め、巣

作りを行いました。早朝に

は、湿原から交尾の声が聞

こえ、そして、3 日には卵

を暖め始めました。抱卵開

始は、タンチョウの行動か

ら判断します。いつも行動

を共にしていた 2 羽が、ど

こを探しても 1 羽しか見られない日がやって来ます。この日を抱卵初日にしています。 

昼間はオスが卵を暖め、夕方にメスと交代します。夜はメスが巣に座るのです。巣から離れたオ

スは、水辺に向かい、せっせと食べ物を探します。ずっと座っていたので空腹なのでしょう。春は

日が長くなるので、しばらくは食事ができます。次の日の朝も早くから食事をするオスの姿が見ら

れます。しかし、ゆっくりしてはいられません。早いうちにメスと交代します。食事に夢中になっ

ていると、巣に座ったメスから催促の声がかかります。 

オスは大変そうですが、大きな卵を 2 個も生んだメスはもっと大変です。失った体力を補うた

めに、昼間の時間を使って、ゆっくりと食事に専念するのです。 



 春の芽生え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪がとけると、待っていた草たちが、いっ

せいにあらわれます。淡い緑の衣をまとった

フキノトウが、あっちにもこちにもポツンポ

ツント顔を出します。 

この時期は森歩きが楽しい。下ばかりを見

て、出てきた芽生えを踏まないように歩きま

す。雪が消えた森の地面は、よく耕された畑

のようにふかふかです。程よい湿り気もあり、

柔らかな新芽が顔を出すのには最適の状態で

す。森の中で目立つのは、バイケイソウの新

芽（写真左上）。フキノトウより濃い緑が新鮮

です。ニョキニョキと太い芽がかたまって出

ています。これが丸やハートの形になること

もあり、探すのが楽しくなります。この芽は

地下でつながっています。黄色がかった緑に

赤い模様がひときわ鮮やかなのがオオウバユ



リ（写真右下）。芽が小さいほど赤く見えます。

日の光を浴びると緑に変身。この時期、森の

中は光にあふれています。木の葉が伸びるの

はあとひと月も先です。日の光を浴びてどん

どん大きくなります。てかてか光るオオウバ

ユリの葉は、濡れているようです。触るとツ

ルツル、しっとりとした感触で、ちょっとひ

んやりしましす。こんな大きな葉を勢いよく

出せるのは、地下に栄養を蓄えているから。

土の中のユリ根はおいしい食材です。 

これから花を咲かせる植物も森の中で見られます。オオバナノエンレイソウもそのひとつです。

3 枚の葉を広げながら土の中から出てきました。 

 春のガンに会いに行く 

9 日にガンに会いに、十勝川に

行ってきました。霧多布より早く

雪の消えた畑には、たくさんのガ

ンが集まっていました。警戒心の

強いガンたちを驚かさないよう

に、道の駐車帯に車を停め、外に

出ないで観察します。ガンたちは

草の新芽を夢中でついばんでい

ました。群れの中には頭を上げ、

あたりを警戒している鳥がいま

す。この鳥が警戒をといて食事を

始めると、他の鳥が頭を上げ警戒を引きつぎます。絶えず誰かが周囲を見張り、いち早く危険を察

知します。これは群れで行動する大きな利点です。ときおり上空にオジロワシが現れます。すると

群れに緊張が走り、食事は中止、数羽が飛び上がると、それが引き金になって群れ全体が舞い上が

ります。ぐるぐると旋回し、ワシよりも高く、高く、上昇し危険から逃れます。 

春の十勝川流域には 4 種類のガンが来ていました。一番数が多いのはマガンです（写真上）。体

が大きいのはヒシクイ。10 年くらい前までは、マガンとヒシクイだけしかいませんでした。とこ

ろが近年、ハクガンとシジュウカラガンが見られるようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハクガンとシジュウカラガンはともに日本では絶滅が心配されている鳥です。今回ハクガンは

300 羽くらい、シジュウカラガンは 1000 羽くらいの群れが見られました。どちらも保護の成果が

実って数が増えてきたようです。 

ところで、霧多布周辺では、ガンの仲間はコクガンとヒシクイしか見られません。十勝川にいた

ガンたちは、釧路、根室に立ち寄ることなく、生まれ故郷の北に向かいます。しかし、昨年の秋に

シジュウカラガンの群れが、根室や野付で観察されました。霧多布にも数羽ですが立ち寄ったよう

です。今後、シジュウカラガンは霧多布周辺でも、秋や春に見られるようになるかもしれません。 

 冬を乗り越えて 

この夏で 14 歳になるシロ。犬の時間は本当に早く、

老化が進んでいます。後ろ足が萎えてきました。歩くの

がつらそうです。立ち上がるのがやっとの日もあります。

冬の間はほとんど家の中で過ごしました。それでも、食

欲は旺盛で、餌を残さず、喜んで食べます。春になり、

外で過ごす時間が増えてきました。春の日差しを浴びて

気持ちよさそうに過ごしています。 


